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要旨:看護局では、目標管理を実践している。目標設定が定性目標になりがちで、評価に困

ることが課題だった。そこで、 2015年度から、バランストスコアカード (BSC)をツールと

して導入した。その結果、目標が定量化され評価が明確になった。
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Abstract: In the nursing department of Mutsu General Hospital， we have practiced t町 get
management. Howeve乙go叫 settinghas tended to be qual抗ative，which is an issue for us 
because of the difficulty to esti皿atethe value. Therefore， since the 2015 fiscal year the 
balanced score card has been introduced as a tool of management. As a result， the target has 
become quantitative， which allowed for clear esti血 ation.

Key words: Target management， SWOT analysis， BSC， Numerical goal 

1) Nursing Department， Mutsu General 

Hospital，1・2・8Kogawa"machi， Mutsu， 

Aomori035・8601，Japan

*Corresponding Author: S. Shirahama 

(nurse@hospital-mutsu.or.jp) 

Received for publication， August 5， 2016 

Accepted for publication， October 5， 2016 

1)むつ総合病院看護管理室

干035・8601青森県むつ市小川町一丁目 2番8

号

*責任著者:自演里美

(nurse@hospital-mutsu.or.jp) 

TEL: 0175・22・2111 FAX: 0175・22・4439

平成28年 8月5日受付

平成28年 10月5日受理

ρ
り
η
J
 



はじめに

看護局の理念は、病院の理念を受けて「私た

ちは、患者を中心とした信頼される看護を提供

します」としている。理念に沿えるよう目標管

理を導入し、病棟、委員会、個人が年間目標を

設定して 1年間取り組むシステムであり、今年

度から実施することになった「人事評価」とリ

ンクするものである。個人の成長を促すために、

教育体制はキャリア開発ラダーを導入してい

る。平成27年度、「バランスト・スコアカード

(BSC)Jをツールとして実践したので、ここに

報告する。

平成27年度の実践と結果

目標管理を導入してはいるが、目標が抽象的

で評価が難しいため、平成 27年度から目標設

定のツールとして BSCを導入した。手順は、

以下のようになる。

①病院・看護局の理念、方針の確認、

②看護サービスの「あるべき姿」の構想(図 1) 

③SWOT分析(図 2)

④看護局の目標設定

むつ病院看護局のあるべき姿

-経営状態を考える看護師を育成

・地域住民を大切にする、信頼される看護師を増やす

.安全、安心な看護を提供できる

・患者が安心できる

・患者に寄り添うことができる看護師

・出来る看護師とできない看護師の能力差を締める

. (出来る看護師に対するひがみを言う看護師がいる)

・技術、知自民、態度の備わった看護師の育成{変化を受け止め0
.決められたルールを守る

図1 むつ総合病院看護局のあるべき姿
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ラダー、プリセプター制度の継続
目標管理を利用して、スタッフのやる気を引き出す
看護支援システムを活用し、看護展開する
機能評価再受審に伴い、看護の質向上に活用する

E 盟霊園置翠置彊霊園・・・・・・・・
院外研修場所への移動時聞がかかるため、オンデマンド研
修を採用
ラダー制度に中堅看護師がのらないので、成果評価を導入
する
WOCが不在になることから、外来看護体制を見直す
在院日数20日以上になっていることから、退院支援を強化
する、短期入院を勧める

WO戦略(機会を生かし、弱みを克服する) WT戦略(弱みを最小にし、脅威を回復する)

認定看護師育成の補助制度を活用して、育成する 後方支援病院の受け皿が少ないため、退院支援を早期から
助産師ラダーレベル皿の申請開始を利用して、申請者を増行い、在宅への退院を増やす
やす 夜勤できない人の条件を定めて、夜勤時間72時間以内をク
目標管理を利用してラダーレベルをアッフ。する リアする
デインクルのデータを活用し、弱い部分を改善する 中堅看護師の院内留学で、モチベーションをあげる
感染、医療安全の部会を活用し、病院全体で改善に取り組夜勤形態12時間を全セクションで、導入し、異動者の負担を
む なくする
看護提供方式を確立し、患者満足度をアッフ。する

(私の患者として対応できる看護師)
平成28年度DPC導入により、在院日数を短縮する

図2 SWOT分析
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⑤小目標の設定、成果指標と目標値の設定

「学習の視点Jr業務プロセスの視点」
「顧客の視点Jr財務の視点」
4つの視点で構成する

⑥担当グループを決め、担当ごとにアクション

プランを作成する

⑦看護局の目標を受けて、各セクション、委員

会での目標を設定する

⑦中間評価をし、必要時目標を修Eする

③最終評価をし、次年度へつなげる。

SWQT分析の結果、平成 27年度看護局の

目標は「患者の思いに寄り添う看護を提供し患

者・家族が満足する」となった。 4つの視点で

設定した成果目標達成にむけて、各委員会が担

当し、実践することとした。その結果を(表1)

に示す。又、個人は担当看護師長と固標設定面

接をし、病棟目標、委員会目標達成のための個

人目標設定をし、それぞれで取り組んでいる。

表1 平成27年度看護局目標と評価

干・尻島~I~~昆4雪iWJ司固 ;}昌司v.....'5.V"..__圃T"軍陣:川雪...哩ご冨"""レ.JiUr，..g.軍民且.."唱団且ヒ M 「一一
評価

成果目寝 成果指榎 目標値 結果 |最綜評価回評価日3/15 評価点数 百
財 ク7が充実することにより、在院日 在院回数 20日以内 平均[8掴目 評価と銀姐
務 数が短縮する 縛密売生串 1.5%以下 1.41' 年間平均は18，蹄目だが，2)1の在院日1陸自1日越えになってい畠.樽揖費生串は目
の パス哨用状況 昨年度目10径虫歯 相散値世タPアできたが‘11月以降1.5%を超えてーも.拍留置眉げ由来提出世一因kなっ

視 (平拠6年度1228件} 13日件以上 2)1植樹1500件 ている.パス時使賄事11.巨額惜をタ目アLている.肺a，街司'-('./7ルエンF由アウトプレ

点 届間染症舟生による入院制限期
イク1-1'1:~'，1週間で入院制限量解除で曹1'1:.

10日間 7日間

威果目標 成果指贋 目標値 結果 |最終評価:評価a 3/15 評価長祉 5
t坤喝やすい観明により、納得し、治療を患者満足度調査 患者情足度 4.1評価と課題
受げるこkができ、患者満足度が向上す 平均4以上 昨年度3.9が、今年度ほ毎月4以上だった， 11月、身だlA'み四轟書量指摘され、 r4J
る 世。世.外来での樹且度明査は3回も3.BにアyプLた.

願 成果目標 成果指贋 目標値 結果 |最終評価:評価a 3/15 評価長誼 4

客 受げ持ち患者町看護展開が充実し、職 職務満是度鯛査 満足度:~上
(①棺34.謂白から

評価と繰題

務前足度が上由主る 4湖面圃抑をする時怖守+告に剖幅できる@値き方 @ 職務柑足度は.昨年度より下酔ヮている項目罫あるので.改善策zl'~要.ラダーの更新
員の 生括の3項目で評歯する 2田10'低下)

は固1晦舷値の曲%以上となった.看普町長町面接は、74"1(，がS回貨車できていた.
視
双方町欄足度が上がるこkによりそチ 平成26年度ラダーレベル但が 30%が7"，プ 31名)点
ベ-~a:ンがアップLへキャリアアップに Eへアップする (38<t，l 

〈 つながる
職

看舗師長のスタタフ面接 |年2回実施 1回 2名 Z回 S名 S回 14名(74%の実宣車)

業 成果胃1匡 慮操指橿 問題値 結果 |最終評価・評価a 3/15評価点数4

務
息者町思いを引き出す データベースに捜す 10%以上 0..91.1弛 評価と課題

視 プ
章人間 1% 目榎数値には逮L>';ot>句たが、下半期に牟抗菌E録t><70%以上に神uているこ国も、I
憲議 53.6% c内曹を置海10残す蛍歳前高まっても唱と評価す晶.

点 ロ 看歯師。ィν7誠一ムFロンセントで、医 庖者:bン77レンス、患者IG但 70%以上 66.701 セ
療(治療〕看護の現状を脱明し、確認す 場に立ち会い曲折る{患者自

ス る{患者町意志決定をザポートする) 理解度を確認したことを配録す
の る}

成 成果目標 成果指樫 IIJ標値 結果 |最終碑価評価a3/15評価点数4

長 コミュニウ」ションスキルに闘連したテr寸珂'、"_'f'/?'Ilf修会、如 どれ泊ヤ」つを
71‘ 評価と課題

と スキルを学.s; A員庁広研修会、接遇研修会、倫 必ず受講 ヨミュニケーションスキルlこ闇Lて位、最終合むに71%の受講とな。tt...フィジカルアセスメ

学 理研修会受講皐 νトは、昨革度町5%アタプを上回昌3時町書加となっ1'1:.

習

の 7.(<'/:bJレアセスメンドを学ぶ 7.(ジ':bJレアセスメンド研修会田 昨年度k比般
視 参加串 (6%アyプ]
点 1日平均25名 3M匝
最終評価:3月15日 5(奇3・2・1
目標値が明確であったため、意徹的に取り組むことが出来た.患者満足度調査の結果でも、数値がアップしている.全ての視点において、島者・家族が満足するために取り組

むことが出来た、と目標位では評価する.しかし、患者欄足度調査以外での「むつ病院へのお手紙』での意見、看護師長面接の実施率、下半期における禅奮発生率の上昇、職

務満足度開査での『看護クアをする時間を十分に碓保できている』の評価が低下していること、などの標題が見えた.

おわりに

平成 26年度までの目標設定は定性的目標だ

ったため、評価者により判断が違うことがあっ

た。平成27年度BSC導入の結果、目標を定量

化することができ、誰もが同じに判断できるよ

うになった。BSCは財務指標を明確にできるツ

ールでもあるため、病院としての目標管理への

応用に進んでいくことを期待している。
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